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第
24
回
理
事
会 

令
和
５
年
度
事
業
計
画
決
ま
る

　

３
月
13
日
、（
公
財
）
と
く
し

ま“
あ
い
”ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

は
、
手
塚
俊
明
副
理
事
長
、
野
々

瀬
由
佳
常
務
理
事
ら
10
人
の
理

事
と
監
事
１
人
が
出
席
し
、
Ｊ

Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島（
徳

島
市
東
出
来
島
町
）
で
第
24
回

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
の
職
務
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
後
、
令
和

４
年
度
補
正
予
算（
案
）、
令
和
５

年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支

予
算（
案
）、
評
議
員
会
の
招
集

決
定
及
び
提
出
議
案
、
諸
規
程
の

改
正（
案
）を
審
議
。
各
議
案
と

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
決
ま
っ
た
令
和
５
年

度
事
業
計
画
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

　

公
益
財
団
法
人
と
く
し
ま“
あ

い
”ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
が
自
ら
の
長
寿
を
喜
び
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
な
「
ぬ
く
も
り

と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
」
の

構
築
を
目
指
し
て
、
次
の
方
針

に
基
づ
き
、
３
つ
の
公
益
目
的

事
業
を
実
施
す
る
。

１　

事
業
の
実
施
方
針 

（
１
）
公
益
目
的
事
業
１

　

情
報
誌
の
発
行
や
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推

進
、
世
代
間
・
地
域
間
交
流
な

ど
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
県

民
に
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
う
。

（
２
）
公
益
目
的
事
業
２

　

高
齢
者
自
身
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
豊
か
な
高
齢
期
を
創
造
で

き
る
よ
う
、
能
力
の
再
開
発
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
社
会
活
動
の

振
興
の
た
め
の
指
導
者
と
し
て
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

（
３
）
公
益
目
的
事
業
３

　

地
域
貢
献
活
動
の
「
担
い
手
育

成
」
と
「
活
躍
の
場
の
創
出
」
に

よ
り
、
元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
す

る
生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る
。

２　

事
業
実
施
計
画

公
益
目
的
事
業
１

①
長
寿
社
会
啓
発
事
業

　

広
く
県
民
各
層
に
対
し
、
長

寿
社
会
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
長
寿
社
会

関
係
の
様
々
な
情
報
を
多
様
な

媒
体
で
提
供
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
フ
レ
イ
ル
予
防
推
進

事
業
を
長
寿
社
会
啓
発
事
業
の

中
で
実
施
す
る
。

②
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
開
催
事
業

　

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
世

代
を
超
え
た
幅
広
い
分
野
か
ら

の
参
加
者
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

に
よ
り
、
互
い
の
理
解
を
深
め
、

「
ぬ
く
も
り
と
活
力
の
あ
る
長
寿

社
会
」
づ
く
り
に
つ
い
て
と
も

に
考
え
、
す
べ
て
の
県
民
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
契
機
と
し
て
徳
島
県
健

康
福
祉
祭
を
開
催
す
る
。

　

併
せ
て
、
県
南
部
・
県
西
部

に
お
い
て
も｢

県
健
康
福
祉
祭

サ
テ
ラ
イ
ト
大
会｣

を
開
催
し
、

身
近
で
親
し
み
や
す
い
大
会
運

営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
大
会
・

地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

③ 

全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手

等
派
遣
事
業

　

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
国
民

の
健
康
保
持
、
社
会
参
加
・
生

き
が
い
の
高
揚
等
を
図
る
た
め

に
実
施
さ
れ
る
「
第
35
回
全
国

健
康
福
祉
祭
え
ひ
め
大
会
」
に

選
手
等
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ

り
、
参
加
者
の
自
立
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
本
県
の

理事会風景
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（
公
財
）
と
く
し
ま
“
あ
い
”

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
３
月
24

日
、県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
徳

島
市
中
昭
和
町
）
で
第
24
回
評
議

員
会
を
開
き
、
令
和
４
年
度
補
正

予
算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
、に
つ
い
て
報
告
後
、

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
。
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
“
ふ
る
さ
と
の
原
点
を
探
る　

～
ひ
ょ
う
ご
の
は
じ
め
を
学
ん

で
み
よ
う
～
”
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
関
西
圏
・
首
都
圏
シ
ニ
ア

カ
レ
ッ
ジ
交
流
会
」（（
公
財
）

兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会
主

催
）
が
２
月
15
日
、
３
年
ぶ
り

に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
24
回
評
議
員
会
を
開
催

３
年
ぶ
り
の「
関
西
圏・
首
都

圏
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
交
流
会
」

③ 

活
き
活
き
シ
ニ
ア
放
送
講
座

開
講
事
業

　

高
齢
化
の
更
な
る
進
行
が
予

想
さ
れ
る
中
、「
元
気
高
齢
者
づ

く
り
」
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、「
生
き
が
い
づ
く
り
」
や

「
地
域
活
動
参
加
の
き
っ
か
け
づ

く
り
」
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

シ
ル
バ
ー
大
学
校
等
に
通
学
が

困
難
な
高
齢
者
に
も
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た

「
自
宅
で
受
講
で
き
る
高
齢
者
向

け
の
講
座
」
を
開
講
す
る
。

④ 

関
西
圏
・
首
都
圏
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
交
流
会

　

関
西
広
域
連
合
内
の
シ
ル
バ
ー

大
学
校
等
と
の
結
び
つ
き
を
活
か

し
、
平
成
24
年
度
か
ら
共
同
講

義
を
実
施
し
て
き
た
が
、
首
都
圏

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
含
む
、
よ
り

広
範
囲
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
が
有
す
る
「
知
識
」

「
能
力
」
の
更
な
る
向
上
を
図
る
。

公
益
目
的
事
業
３

① 

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
地
域
活

動
支
援
事
業

　

地
域
ニ
ー
ズ
の
幅
広
い
情
報

収
集
と
積
極
的
な
情
報
提
供
を

行
い
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に

よ
る
地
域
貢
献
活
動
を
必
要
と

す
る
団
体
」
と
「
ス
キ
ル
を
持
っ

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
」
を
繋

げ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

　

ま
た
、
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
を

実
施
し
、
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大

学
院
な
ど
で
の
学
習
成
果
や
シ

ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会

で
の
活
動
体
験
を
更
な
る
ス

テ
ー
ジ
へ
と
繋
げ
る
と
と
も
に
、

一
般
県
民
や
地
域
貢
献
活
動
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
な

ど
担
い
手
の
裾
野
を
広
げ
る
。

　

さ
ら
に
、
主
に
シ
ル
バ
ー
大

学
校
大
学
院
卒
業

生
が
地
域
貢
献
活

動
を
推
進
す
る
人

材
と
し
て
登
録
す

る
「
生
き
が
い
づ

く
り
推
進
員
」
の

活
動
支
援
や
シ
ル

バ
ー
大
学
校
及
び

同
院
Ｏ
Ｂ
会
の
運 

営
支
援
等
を
行
う
。

「
ぬ
く
も
り
と
活
力
の
あ
る
長
寿

社
会
」
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

公
益
目
的
事
業
２

①
シ
ル
バ
ー
大
学
校
の
開
講
事
業

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

豊
か
な
高
齢
期
を
創
造
で
き
る
よ

う
能
力
の
再
開
発
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
シ
ル
バ
ー
大
学
校
を

開
講
す
る
。

② 

シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院
の

開
講
事
業

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
し
、
地
域
社
会
の
重
要

な
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
専

門
的
で
高
い
レ
ベ
ル
で
の
学
習

の
機
会
を
提
供
し
、
卒
業
後
は

社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
人

材
を
育
成
す
る
。

公益財団法人の運営について話し合う
評議員の皆さん
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期
間
中
の
開
催
種
目
と
地
域

は
左
上
図
の
と
お
り
。

　

な
お
、
同
美
術
展
に
は
昨
年
開

催
の
第
28
回
徳
島
県
健
康
福
祉

祭
美
術
展
で
徳
島
県
知
事
賞
及

び
県
議
会
議
長
賞
に
選
ば
れ
た

作
品
の
う
ち
上
位
入
賞
作
品
を

出
品
す
る
予
定
で
す
。謝

状
は
、

明
る
い
長

寿
社
会
を

推
進
す
る

た
め
、
徳

島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
や
大
学

院
で
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
活

か
し「
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
員
」

と
し
て
社
会
貢
献
活
動
に
尽
力

し
た
人
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
大
学

校
や
大
学
院
の
Ｏ
Ｂ
会
役
員
と

し
て
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
発
展
に
尽

力
し
た
人
な
ど
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
、
理
事
長
の
飯
泉
嘉

門
徳
島
県
知
事
か
ら
17
人
の
方

た
ち
（
※
功
労
者
一
覧
参
照
）
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
各
校
各
グ
ル
ー

プ
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
芸

能
発
表
会
が
行
わ
れ
、25
グ
ル
ー

　

共
同
講
義
等
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
る
こ
と
で
「
府
県
域
を
越

え
た
新
た
な
仲
間
づ
く
り
」
や

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
を
図
ろ
う

と
い
う
も
の
で
、
徳
島
県
か
ら

は
22
人
が
参
加
し
、
学
習
成
果

の
発
表
を
行
う
な
ど
し
、
他
府

県
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
大
阪
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　　

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
え

ひ
め
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お
の
え
ひ
め
２
０
２
３
）
が
「
ね

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め
２
０
２
３
」に

選
手
団
派
遣

ん
り
ん
を　

重
ね
た
愛え

顔が
お　

伊
予

に
咲
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
28

日（
土
）～
31
日（
火
）の
４
日
間
、

愛
媛
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
（
公
財
）
と
く
し
ま“
あ
い
”ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
は
同
大
会
に

選
手
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
参
加
選
手
を
４
月
中
旬
か

ら
５
月
31
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

◆
３
年
ぶ
り
に
大
学
祭
を
開
催

　

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
第
41

期
生
の
大
学
祭
が
２
月
21
日
あ
わ

ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
徳
島
市
藍
場
町
）

で
行
わ
れ
、
県
内
９
校
の
学
生
ら

約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
学
祭
の
開
催
は
３
年
ぶ
り
。

学
生
生
活
の
成
果
や
活
動
を
発

表
し
て
共
通
理
解
を
深
め
、
今

後
の
学
生
活
動
な
ど
の
一
層
の

充
実
を
図
ろ
う
と
、
41
期
生
学

生
会
の
大
学
祭
実
行
委
員
会
と

（
公
財
）
と
く
し
ま“
あ
い
”ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
が
主
体
に
な
り

式
典
、
芸
能
発
表
会
、
作
品
展

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
式
典
で
は
開
式
に
続

き
、（
公
財
）
と
く
し
ま“
あ
い
”

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
感

挨拶をする
飯泉嘉門県知事

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
演
出
で
、
英
語
で
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
寸
劇
、
踊
り
、
手
話
ダ

ン
ス
な
ど
を
披
露
し
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
館
で
学
生
の
皆
さ

ん
の
作
品
展
も
開
催
さ
れ
、
絵

画
、
写
真
、
書
、
俳
句
・
短
歌
、

手
工
芸
、
陶
芸
、
折
り
紙
、
絵

手
紙
、
栽
景
盆
栽
な
ど
３
９
８

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

※
功
労
者
一
覧（
敬
称
略
、順
不
同
）

【
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
員
活
動

功
労
者
・
12
名
】

★
歴
史
文
化
＝
上
田
雅
士

★
健
康
ス
ポ
ー
ツ
＝
三
木
ト
ジ
子
、

森
キ
ヨ
子

★
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
泉
仁
、
安
岡
晴
美
、

山
本
慶
子
、上
田
孝
子
、高
橋
幸
生
、

湯
浅
眞
澄
、
佐
々
木
保
弘

★
防
災
＝
炭
谷
勲
、
阿
部
隆

【
シ
ル
バ
ー
大
学
校
等
Ｏ
Ｂ
（
連

合
）
会
役
員
功
労
者
・
５
名
】

★
鳴
門
校
Ｏ
Ｂ
連
合
会
＝
森
輝
雄
、

小
室
恒
二

飯泉県知事から感謝状を
受け取る功労者　　　　
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卒
業
生
代
表
の
東
み
よ
し
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ス
・
近
藤
陽
子
さ

ん
（
64
歳
）＝
三
好
市
井
川
町
＝

が「
大
学
校
で
の
学
び
を
基
盤
に

さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
地
域
の
中

で
活
躍
し
た
い
」な
ど
と
答
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
出
席
者
全
員
で

校
歌
を
黙
唱
し
て
式
を
終
え
ま

し
た
。

　　

第
41
期
卒
業
生
の
平
均
年

齢
は
71
・
４
歳
。
最
高
齢
者

は
男
性
１
０
０
歳
、
女
性
89

歳
。
開
校
以
来
の
卒
業
生
は

１
万
６
千
２
１
７
人
に
な
り
ま

し
た
。

◆�

地
域
貢
献
活
動
を
目
指
し

１
２
８
人
が
卒
業

　

３
月
９
日
、
第
18
期
徳
島
県

シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院
卒
業

式
が
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
徳
島
市
中
昭
和
町
）
で
行

わ
れ
、
１
年
間
の
課
程
を
修
了
し

た
９
講
座
１
２
８
人（
男
性
70
人
、

女
性
58
人
）
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

開
式
後
、
徳
島
県
知
事
・
飯

泉
嘉
門
校
長
か
ら
各
講
座
の
代

表
者
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
い
で
飯
泉
校
長
が
式
辞
を

述
べ
「
高
い
専
門
知
識
と
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
な
行
動
力
を
活
か
し
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
素

晴
ら
し
い
人
生
を
祈
念
し
ま
す
」

な
ど
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
の
お
も
て
な
し

外
国
語
講
座
（
中
国
語
会
話
）

中
川
英
男
さ
ん
（
81
歳
）
＝
徳

島
市
＝
が
「
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
も
続
い
た
も
の
の
休
講
も
な

く
学
べ
、
卒
業
生
一
同
が
集
う

こ
と
が
で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
私
た
ち

を
含
め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

生
き
が
い
を
も
て
る
よ
う
な
地

域
貢
献
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
答

辞
を
述

べ
、
そ
の

後
出
席
者

全
員
で
校

歌
を
黙
唱

し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
新

た
な
巣
立

ち
を
祝
い

ま
し
た
。

飯泉校長から卒業証書を受け取る卒業生答辞をのべる中川英男さん

★
阿
南
校
連
合
Ｏ
Ｂ
会
＝
山
田
敏
夫

★
上
板
校
Ｏ
Ｂ
連
合
会
＝
安
田
陸
紀

★
東
み
よ
し
校
Ｏ
Ｂ
連
合
会
＝

渡
辺
敏
之

◆
第
41
期
生
卒
業
式

　

最
高
齢
は
１
０
０
歳
！
知
識

を
身
に
つ
け
３
９
０
人
巣
立
つ

　

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
第

41
期
生
の
卒
業
式
が
３
月
15
日
、

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
徳
島
市
藍

場
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
後
、
１
年
間
の
課
程
を
修

了
し
た
県
内
９
校
（
徳
島
、鳴
門
、

小
松
島
、
阿
南
、
吉
野
川
、
美
馬
、

牟
岐
、
上
板
、
東
み
よ
し
校
）
の

３
９
０
人
（
女
性
２
５
９
人
、
男

性
１
３
１
人
）
は
、
徳
島
県
知
事

の
飯
泉
嘉
門
校
長
か
ら
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飯
泉
校
長
は
式
辞

で
、「
知
識
と
経
験
、
行
動
力
を

発
揮
し
、
充
実
し
た
人
生
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
激

励
し
ま
し
た
。

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院

式辞をのべる徳島県
知事・飯泉嘉門校長

飯泉校長から卒業証書を
受け取る卒業生　　　　 答辞をのべる近藤陽子さん

式辞をのべる徳島県
知事・飯泉嘉門校長


